
日
が
昇
る
の
は

滋
賀
県
と
経
度
が

違
う
た
め
に
遅
か
っ
た
。
朝
食
は

ホ
テ
ル
の
11
階
で
バ
イ
キ
ン
グ
。

食
事
は
サ
ラ
ダ
や
パ
ン
や
鰯
の
フ

ラ
イ
な
ど
で
あ
っ
た
。

今
日
は
ま
ず
、
バ
ス
に
乗
り
ク
ラ

ス
別
研
修
に
向
か
っ
た
。
１
組
は

首
里
城
と
魔
文
仁
の
丘
、
３
・
７

組
は
首
里
城
と
お
き
な
わ
ワ
ー
ル

ド
、
５
・

９
組
は
む
ら
咲
む
ら
で
研
修
を
行
っ

た
。

首
里
城
で
は
１
組
が
到
着
し
た
時

に
は
他
の
修
学
旅
行
に
来
た
学
生

で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
た
。
首

里
城
正
殿
ま
で
の
石
段
は
数
え
て

み
る
と
43
段
。
残
念
な
が
ら
首
里

城
正
殿
は
一
部
修
繕
中
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
１
組
は
魔
文
仁
の
丘
へ

向
か
っ
た
。
慰
霊
碑
に
は
沖
縄
の

戦
死
者
の
名
前
が
刻
ま

れ
て
い
た
。
ま
た
、
太

平
洋
側
に
は
平
和
を

願
っ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
あ
り
、
そ
こ
か

ら
海
を
眺
め
る
と
、

東
尋
坊
の
よ
う
な
崖

の
下
に
波
が
打
ち
寄
せ
て
い
る
海

岸
線
が
広
が
っ
て
い
た
。

12
時
30
分
過
ぎ
に
は
Ａ
団
す
べ
て

が
那
覇
空
港
に
到
着
し
、
宮
古
空

港
へ
向
か
っ
た
。
離
陸
直
後
、
瑠

璃
色
の
海
に
輝
く
珊
瑚
礁
が
広
が
っ

て
い
た
。
約
50
分
後
に
飛
行
機
は

宮
古
島
に
到
着
し
た
。

１
・
５
・
９
組
は
ま
ず
前
浜
ビ
ー

チ
へ
行
き
宮
古
島
の
海
を
堪
能
し

た
。
生
徒
た
ち
は
海
へ
入
り
気
持

ち
良
さ
そ
う
に
は
し
ゃ
い
で
い
た
。

そ
の
次
に
来
間
島
に
行
き
、
前
浜

ビ
ー
チ
を
見
る
と
、
先

程
と
は
違
い
広
く
海
岸
線
が
広
が
っ

て
い
た
。
そ
し
て
東
平
安
名
崎
に

行
き
、
辺
り
を
散
策
し
た
。

そ
の
後
、
城
辺
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
入
村
式
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
で
お
世
話
に
な
っ
た
。

（
Ａ
団
・
風
火
）

２
日
目
の
早
朝
、
５
時
20
分
か
ら

６
時
ま
で
野
球
部
が
朝
練
習
を
し

て
い
た
。
中
澤
成
行
先
生
の
監
督

の
な
か
、
各
自
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
や

素
振
り
を
行
な
っ
た
。
旅
行
明
け

の
日
曜
日
に
練
習
試
合
が
あ
る
の

で
、
感
覚
を
に
ぶ
ら
せ
ず
、
体
力

を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
練
習
を
し

た
そ
う
だ
。

（
Ａ
団
・
驢
）

キマグレ 第382号彦 根 東 高 校 新 聞 平成21年（2009年）11月13日（金）

沖縄ワールドの一角に横笛の体験、購入できる

コーナーがあった。通りかかった人たちは気前の

いいお兄さんが横笛で演奏して

くれる曲に聞き入っていた。体

験した人たちはなかなか吹けず

に困ったり、見事な演奏を披露

していた。

また、宮古島では島内観光も

終わりに近づいたころ、あるバ

スガイドさんによる三線の演奏

が始まった。そこで、２人の生

徒が三線に挑戦。ギター経験の

ある２人は、出発時間までの10

分ほどで、曲を引くまでに至っ

た。 その後、バスの中でバス

ガイドさんが歌と三線を披露してくださった。沖

縄の楽器にふれたひとコマであった。（Ａ団・驢）
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▲首里城の前でみんなで楽し

く記念撮影

▲▼前浜ビーチで

砂の山をつくる。砂

に描いた「キマグレ」

▲▼横笛・三

線に挑戦

２
日
目
。
沖
縄
の
天
気
は
晴
れ

時
々
曇
り
。
Ａ
団
は
午
前
中
は
沖

縄
本
島
で
ク
ラ
ス
別
研
修
を
行
い
、

午
後
宮
古
島
へ
向
か
っ
た
。


